
１）概論
・インセプションレポート（カントリーレポート）発表による対象地域・対象国の課題の確認
／分析　・日本全体及び宮崎における農畜林水産業の概要把握　・1次/生産パート）農畜林水
産業の現状と地域産業振興（農業、畜産業、林業、水産業）　・（2次/加工・防疫パート）食
品開発における栄養と機能、食品加工、食品加工における安全・衛生管理　・（3次/流通・販
売パート）農場から食卓までの食品衛生管理、フードシステム/フードコーディネート　・6次
産業化概論（必要性・展開パターン、事例等）
２）各論
・フードバリューチェーン/6次産業化の事例分析（ケーススタディ、ケースメソッド）　・生
産、加工、流通、販売の現場を訪問しての、理論と実践の関係・課題等の把握　・地域におけ
る農地資源の保全と活用、付加価値向上　・民間企業による農産物のブランデイング化、加工
、販売促進　・観光事業などサービス産業との連携　・その他（消費者運動並びに消費者グル
ープとの連携）
３）FVCの実践
・フードバリューチェーンに関わる経営管理、マーケティング/商品開発　・ビジネスマッチン
グ演習や各種イベントなどの取り組み
４）FVCを取り巻く関係者の視点と役割／計画立案
・行政機関における6次産業化の支援施策と支援機関　・6次産業化に関係する地域振興におけ
る行政の役割　・農協・民間セクターの取組み及び行政との関係・役割分担についての理解
・インテリムレポート（アクションプラン）作成を通じての、自国の状況に応じた戦略・振興
計画を策定するための帰国後の取組みアイデア発表・共有
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【案件目標】
日本における食品の生産、加工、流通、消費のプロセスを理解し、生産物の加工・販売あるい
は観光を含むサービス等も含んだ地域資源を活用した6次産業を推進するための基礎的知識およ
びその戦略を立案・推進できる能力が強化される。

【成果】
1) 1・2・3次産業の基本と、融合性の特徴と利点について説明できる。
2) 市場のニーズに合わせた農産物の生産・加工・流通・販売までの各レベルからの視点や、観
光を含むサービスおよび地域振興における視点から、問題点や改善方法の事例に触れることで
、農作物の付加価値向上のために必要な視点について理解し、分析することができる。
3) 座学や事例視察の他、ビジネスマッチング演習等の実技経験を通じて、ビジネスとして必要
な経営戦略、市場分析、コスト計算等に係る事項について理解し、体系的に説明できる。
4) 行政における制度設計（助成金や優遇措置等）や、対話型プラットフォームにおける行政
および民間セクターの立ち位置や役割を理解し、自国の状況に応じた具体的な振興計画が立て
られる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
1. 農産物生産・加工・流通・販売や地域
振興に係る地方自治体
2. 商工会議所や生産者団体および地域振
興団体（NPO,第三セクター）

【対象人材】
1.（行政官）主任クラス以上
  （民間団体）代表または指導者クラス
2. 生産から販売、地域振興、農産物ブラ
ンデイング化までの工程に係る計画を企画
・提案できる立場にある者。
3. 上記関連の計画立案や実施における指
導について、3年以上の経験を有する者。

対象組織／人材

「グローバル・フードバリューチェーン戦略」を担う人材育成プログラム
Human Resource Development Program for the Leaders on "Global Food Value Chain Strategy"
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農業開発/流通・加工・輸出振興

対象国の条件：

副分野課題：

日本政府が成長戦略の一環として推し進める「グローバル・フードバリューチェーン戦略」では、日本の食産業の海外展開やフードバリ
ューチェーンの構築を支える相手国内の人材を、育成・活用していくことが基本戦略の一つとして掲げられている。また先に開催された
TICAD VIの「ナイロビ宣言」でも、経済の多角化・産業化のためのフードバリューチェーン構築が掲げられており、その中で若者と女性を
含む人材育成を行っていくことが述べられている。本研修では、農林水産業および農山漁村に由来する資源を効率的かつ最大限に活用する
ことにより、新たな付加価値を創造し、雇用の確保・所得の向上を図る「農山漁村の6次産業化」をモデルとして紹介し、途上国における
新たなフードバリューチェーンを担う人材育成を図るものである。
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